


表紙紹介

11

伝馬通り

中央緑道

東岡崎駅▼

明
代
橋

桜
城
橋

殿
橋

籠田公園

乙川

No.11

み
か
た
が
は
ら

三
方
ヶ
原
で
大
敗
を
喫
し
た
徳
川
軍
が
浜
松
城

に
逃
げ
帰
っ
た
時
の
こ
と
。
追
っ
手
の
武
田
の
兵

た
ち
に
対
し
、
城
門
を
固
く
閉
じ
て
守
り
の
姿
勢

か
が
り
び

に
入
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
篝
火
を
た
い
て
城
を

開
け
放
ち
、
太
鼓
を
た
た
い
て
徳
川
の
勢
い
を
鼓

た
だ
つ
ぐ

舞
し
た
武
将
、
そ
れ
が
酒
井
忠
次
だ
。
武
田
の
兵

た
ち
は
そ
の
様
子
に
足
が
す
く
み
、
結
局
城
攻
め

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
話
、
明
治
以
降
の
歌
舞
伎
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
史
実
と
は
言
い
難

い
と
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
先
ご
ろ
、
浜
松
城
に「
酒
井
の
太
鼓
」

が
現
存
し
、
そ
の
言
説
も
江
戸
期
半
ば
に
は
既
に

語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
「
日
記
史
料
」
が
発
見
さ

れ
た
。
酒
井
家
が
藩
主
を
務
め
て
き
た
庄
内
藩＝

と
り
の
う
み

鶴
岡
市
で
、
酒
井
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
鳥
海
氏
の

と
り
の
う
み
よ
し

居
宅
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
（
鳥
海
良

お
き興
『
道
中
日
記
』）。
伝
承
ロ
マ
ン
の
扉
が
少
し
開

に
わ
か

き
、
忠
次
の
鬼
の
形
相
が
俄
に
歴
史
の
彼
方
に
浮

か
び
上
が
る
。
太
鼓
一
つ
で
敵
を
威
嚇
し
撤
退
さ

せ
た
リ
ー
ダ
ー
忠
次
の
姿
だ
。

「
あ
や
つ
の
背
中
に
は
も
う
一
つ
の
目
が
つ
い

て
い
る
な
」

織
田
信
長
が
忠
次
を
評
し
て
発
し
た
言
葉
で
あ

る
。
家
康
公
を
天
下
人
の
土
俵
に
一
段
押
し
上
げ

た
長
篠
の
戦
い
、
こ
の
戦
い
の
勝
利
を
決
定
的
な

と
び
が

す
と
り
で

も
の
に
し
た「
鳶
ヶ
巣
砦
の
急
襲
」は
忠
次
に
よ
っ

て
進
言
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
た
作
戦
だ
っ
た
。
誰

や

も
思
い
つ
か
な
い
所
に
目
を
遣
り
、
周
到
な
計
画

の
も
と
に
実
行
す
る
。リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は「
背

中
に
も
う
一
つ
目
を
持
つ
」
こ
と
も
大
切
な
要
件

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
太
鼓

を
打
つ
忠
次
の
背
中
の
目
は
ど
こ
に
向
い
て
い
た

の
か
。
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
自
分
の
部
下
た
ち
、

徳
川
の
家
臣
た
ち
だ
ろ
う
。
負
け
戦
で
疲
弊
し

き
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
彼
ら
が
、
こ
の
虚
勢
と

も
い
え
る
太
鼓
の
音
を
聞
き
、
そ
し
て
忠
次
の
恫

喝
の
叫
び
を
聞
き
、
再
び
奮
い
立
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。危
機
に
瀕
し
て
の
、正
に
リ
ー
ダ
ー

の
出
番
だ
っ
た
の
だ
。

文
／
市
橋
章
男
氏

表
紙
デ
ザ
イ
ン
／
生
田
薫
氏

酒井忠次像（中央緑道 天下の道）

背
中
に
も
う
一
つ
の
目
を
持
つ
武
将

［中央緑道 天下の道］ ●岡崎市康生通南3 ●名鉄東岡崎駅から徒歩10分
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「気づき」から「実践」まで。職員が会員の皆様に寄り添い、経営のご相談をお受けしています。

企業情報

自
動
車
塗
装
業
界
の
現
状
は
？

当
社
は
、ア
ウ
デ
ィ
、プ
ジ
ョ
ー

な
ど
の
外
車
専
門
の
塗
装
を
行
っ

て
お
り
、
美
し
い
ブ
ラ
ッ
ク
の
仕

上
が
り
「
艶
ブ
ラ
ッ
ク
」
が
評
判

で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
動
車
業
界
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
水
性
塗
料
の
標

準
化
が
早
く
か
ら
進
ん
で
お
り
、

当
社
も
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
数
年
後
に
は
、
国
内
で
も
環

境
負
荷
が
あ
る
油
性
塗
料
か
ら
、

水
性
塗
料
の
導
入
が
義
務
化
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。

貴
社
の
対
応
は
？

当
社
の
顧
客
は
外
車
デ
ィ
ー

ラ
ー
が
ほ
ぼ
１００
％
な
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
基
準
を
満
た
す
工
場
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
扱
い
の
難

し
い
水
性
塗
料
の
調
合
・
測
定
・

塗
布
を
行
う
技
術
と
、
測
定
精
度

の
高
い
設
備
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
今
回
、
持
続
化
補
助
金
を
活
用

し
設
備
資
金
の
調
達
を
検
討
し
ま

し
た
。
補
助
金
の
申
請
書
を
作
成

す
る
際
、
自
社
や
業
界
の
現
状
、

課
題
、
す
べ
き
こ
と
を
何
度
も
整

理
・
修
正
し
ま
し
た
。
初
申
請
で

し
た
が
採
択
さ
れ
、
設
備
導
入
が

計
画
ど
お
り
実
現
し
ま
し
た
。

設
備
の
導
入
は
順
調
で
し
た
か
？

円
安
や
半
導
体
不
足
の
影
響
を

受
け
る
少
し
前
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
設
備
を
発
注
で
き
、
納
品
後
は

フ
ル
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
色
見
本
と
見
比
べ
な
が
ら
何
度

も
行
っ
て
い
た
塗
料
の
調
合
・
測

定
が
３０
分
で
完
了
で
き
、
デ
ー
タ

保
存
も
可
能
な
た
め
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
は
？

今
は
外
車
専
門
で
す
が
、
国
内

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
引
き
合

い
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

一
歩
先
を
行
く
企
業
と
し
て
認
知

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
後
継
者
の
息
子
が
中
心

と
な
り
、「
水
性
塗
料
で
塗
装
が

で
き
る
自
動
車
鈑
金
屋
」
と
し
て

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

㈲エンドレス
［代表者］代表取締役 鈴木 治 さん
［所在地］鍛埜町塚田36-9 ☎85-2156
［事業内容］自動車鈑金・塗装・磨き・コーティング業

2015年の国連サミットで採択されたSDGsは、人類が安定して暮らし続けるための17の目標・
169のターゲット（具体目標）が掲げられています。その目標を達成するため、各社さまざまな
取り組みをされているかと思います。
今回は、自動車の鈑金塗装を営んでいる㈲エンドレスの取り組みをご紹介します。

後継者と二人三脚！自動車塗装の課題解決

中小企業支援部 ☎53-6164

代表取締役 鈴木 治 さん

新設備で水性塗料の測定・調合を行う後継者

作業を見守る代表

6月締切りの持続化補助金に申請するため、2ヶ月以上前から申請書の作成を始め、
何度もブラッシュアップを重ねました。
「ここまでやってくれるんだね」と社長のお言葉。
その後、採択され、事業所としてすべきことに弾みがつき、課題解決が図られました。
今後も応援したいと思います。

今泉 明美
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今までのフェア出展企業も
掲載しています。

詳細はこちら

出展企業紹介

概要

会期：2月15日（水）～17日（金）
10:00～18:00
（17日は17:00閉場）

会場：東京ビッグサイト
東展示棟 東6ホール
（東京都江東区有明3-10-1）

※展示会「第33回グルメ＆ダイニ
ングスタイルショー春2023」内
同時開催 第95回東京インター
ナショナル・ギフト・ショー春
2023

担当 広報観光担当
林結花・松岡 ☎53-6161

岡崎のものづくりを“全国へ 世界へ”発信！
岡崎のものづくり企業を発信するプラットフォームとして、「ものづくり岡崎フェア2022オンライン」を開催しています。
個別の取引に向けた商談を進めることができます。
今回は“岡崎発”の高い技術を活かした産業用装置をはじめとする企業の研究開発をアシストする企業のラインナップです。

葵巧研㈲

70年の歴史は伊達じゃない。
めっきで岡崎を活性化！

㈱テクノ21グループ

独自開発のT3System／自動倉
庫／で工場DXを実現

㈱豊岡販売

バリ取り装置等グループ企業製品
及び他社製品を提案・販売

㈱メカニカルデザイン
三次元CAD設計やります。製品
設計・改良設計、モデリング等
ご相談ください。

㈱ヤスフクセラミックス
高精度・高品質で低コストの
セラミックス製品を多量に製造
できます。

い
ざ
出
陣
！

家
康
公
由
来
の
新
た
な
土
産
品
を
Ｐ
Ｒ

百百貨貨店店やや卸卸売売業業者者ななどど
国国内内外外ののババイイヤヤーー約約2200万万人人がが

来来場場予予定定！！

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る

家
康
」
の
放
送
を
機
に
�
徳

川
家
康
公
�
へ
注
目
が
集
ま

る
中
、
家
康
公
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
岡
崎
・
浜
松
・
静
岡

の
３
商
工
会
議
所
で
は
、
日

本
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る

共
同
展
示
商
談
会
「
ｆ
ｅ
ｅ

ｌ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
春

２
０
２
３
」
へ
合
同
出
展
し

ま
す
。

PENTASTONE［ストーンダンベル］ ほか

㈲ダイテック
代表取締役

近藤 充雄 さん

㈱麩屋万
代表取締役

峯田 和幸 さん

みまもる家康 ほか
おもてなしセレクションに認定

しん ちゅう

された「金刻」の真鍮に徳川
家康公と運を呼び寄せる熟語
を刻みました。財布などに忍ば
せれば「家康」がそっとみまも
り（見守、身守）ます。

麩まんじゅう ほか
昔ながらの製法で、ひとつ
ひとつ手作りにこだわり、
高たんぱく低カロリーの生
麩で包んだカラフルな麩
まんじゅうです。

全て石で造られた通称
「石アレー」。重さの中

なぞら

央値を徳川家康公に準
え、上下を徳川四天王
で構成した転がらない
五角形の石。

㈲稲垣石材店
稲垣 遼太 さん
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ぜひ
ご参加ください！部会例会

新たな発見・広がる交流の輪
まもなく
開催

開催レポート 3年ぶりの開催！

令和5年
賀詞交歓会 新年会員大交流会

1月11日、岡崎市竜美丘会館 ホールにて開催。
直近2年間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点から実施を見送ってきました。今年度は、
マスク必着、飲食は立食形式から弁当配布に変更す
るなど、感染防止策を万全に行い、新年挨拶・名刺
交換・交流を安心・安全に、そして確実に実施でき
るよう計画しました。笑顔あふれる新年のスタート
となりました。

［参加者207名（ご来賓15名・会員192名）］

交
通

視察会

大河ドラマ館&岡崎城 視察会

2/21火
14:00～15:30

視察先：どうする家康 岡崎 大河ドラマ館
岡崎城

会 費：無料

【担当：神谷貴博・林みずほ ☎53-6500】

理
財

視察会

自然科学研究機構 生理学研究所
視察先：自然科学研究機構

2/9木
14:00～15:30

講 師：自然科学研究機構 榎木 亮介 氏
西尾 亜希子 氏

会 費：無料

【担当：三ッ矢・中垣 ☎53-6161】

青
年
部

成果発表

Say results! ～我らの絆と共に～

2/24金
19:00～21:00

会場：岡崎市竜美丘会館 ホール
会費：無料

【担当：高田 ☎53‐6164】

女
性
部

春の寄せ植え作成会

寄せ植えから「嬉しい春」を伝えよう！
会場：おかざき農遊館

2/6月
13:30～15:30

講師：女性部会員 鶴田 よし子 氏
会費：4,000円（プランター＋用土＋花苗）

3,000円（用土＋花苗）

【担当：平岩佳奈 ☎53-6164】

商
業

現地視察会 ／事例研究 貸切バスで移動

お客様の心をつかみ続ける！
チェーン店に負けない集客力を高めるポイント

2/9木
9:30～18:00

視察先：大和リバーサイドタウンPio
（岐阜県郡上市）

会 費：8,000円（商業部会員は5,000円）

【担当：滝川・柴田 ☎53-6191】

食
品
・サ
ー
ビ
ス

視察会 貸切バスで移動

徳川三代将軍 家光公も祈願
鎌倉時代から800年続く“鬼まつり”の歴史

2/11土
17:00～20:40

視察先：瀧山寺・宝物殿
会 費：5,000円（食事つき）
定 員：25名

【担当：林結花・板倉・松岡 ☎53-6161】

工
業

視察会・交流会

岡崎で不織布が製造されているんです！
ユニチカ㈱岡崎事業所視察&部会員交流会

2/8水
15:20～19:30

視察先：ユニチカ㈱岡崎事業所
交流会：おぎ乃
会 費：5,000円

【担当：竹内 ☎53-6191】

建
設

視察会・交流会 貸切バスで移動

『東海環状自動車道』建設現場視察会
～中京圏の広域ネットワークを構築～

2/20月
13:00～20:30

視察先：東海環状自動車道 建設現場
交流会：蛤料理「魚重楼」
会 費：10,000円

【担当：鈴木・清水 ☎53-6500】

●記載の会費は、お一人分の金額です。
●ご参加いただける方は事前にお申込みください。
●例会には他部会の方も参加可能です。
但し、青年部・女性部の例会には所属の方に限ります。

味噌六太鼓演奏
［出演：㈱三浦太鼓店］

大交流会の様子

大林会頭挨拶

岡崎商工会議所会報 2023.210



青年部だより青年部だより青年部だより
『真時代突入』さあ、走り出せ！ 走り続けろ！令和４年度スローガン令和４年度スローガン

次代の地域経済を担うニューリーダーの育成を目指し、
『自己研鑽、相互啓発、地域振興』の３つの活動を
大きな柱に、活発な交流、研修活動を行っています。

No.4

青年部事務局：高田　☎53-6164

入会希望の方は
こちらのホームページより

200名以上のメン
バーに出会える場所

200名以上のメン
バーに出会える場所

たくさんのご協力
感謝してるニャー

女性経営者としての資質を磨き、
相互の交流・啓発を目的に活動しています。

会員数：79名（2023.1.17 現在）

No.4

歩みを止めず繋がりを守る
～また出たいと思える女性部に～

メンバーが活動をつづる
女性部ブログもご覧ください

Member

女性部事務局：平岩佳奈　☎53-6164

会員募 集中

Report

令和４年度スローガン令和４年度スローガン

▶イシヒロワークス 代表
八帖北町3-10 スリーエイト北町503
☎090-9898-7432
広告物の制作及びサポート

印刷物、看板、飲食店のメニュー表
などから動画制作、ホームページデザ
イン等を行なっております。パワーポ
イントの制作サポートやプレゼン資料
などの制作も行なっておりますのでお
困りの際はお気軽にお声がけください。

入会して4年目。信頼できる仲間が
見つかるだけではなく、社業での関わ
りも広がっていきます。

２
０
２
２
年
を
締
め
く
く
る
イ
ヤ
ー
エ
ン

ド
パ
ー
テ
ィ
は
心
に
残
る
例
会
で
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
の
装
い
に
身
を
包
み
、
美
味
し
い

お
料
理
に
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。
音
響
効
果

あ
り
い
ず
み
よ
し
ふ
み

バ
ツ
グ
ン
の
チ
ャ
ペ
ル
で
有
泉
芳
史
氏
に
よ

る
チ
ェ
ロ
演
奏
は
心
を
動
か
さ
れ
る
も
の
で

し
た
。
特
に
『
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
』
に
は
多
く

の
メ
ン
バ
ー
が
涙
し
ま
し
た
。

▼
日
本
中
央
交
通
㈱
営
業
部
長

宮
地
町
柳
畑
１８
☎
５４‐

０
０
０
１

旅
行
事
業
・
服
飾
雑
貨
事
業
・
衛
生
防

災
事
業

旅
行
は
、そ
の
時
・
場
所
で
し
か
味
わ

え
な
い
景
色
、人
と
の
偶
然
の
出
会
い

が
魅
力
で
す
。そ
ん
な
旅
の
お
手
伝
い

を
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
服
飾
雑
貨

事
業
で
は
、産
学
連
携
で
商
品
開
発
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
活
動
で
は
色
々
な
考
え
方
を

学
ん
で
い
ま
す
。経
営
者
と
し
て
、母

と
し
て
、姉
と
し
て
の
助
言
は
目
か
ら

鱗
の
も
の
ば
か
り
で
ど
れ
だ
け
勇
気

づ
け
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

趣味・特技

パスタ作り

座右の銘

七転び八起き

好きな映画

ショーシャンクの空に

交流委員会 委員長
いしかわ ひろ き

石川 浩基 さん

メンバー
紹介

好きな映画

エリン・ブロコビッチ

最近読んだ本
「対馬藩江戸家老」山本博文

（講談社学術文庫）

趣味
旅、歴史探訪（城、古墳、寺社巡り）
美術館、博物館、詩吟、フラダンス、ガーデニング

研
修
委
員
会
委
員
長

は
や
か
わ

あ
や
の

早
川
綾
乃
さ
ん

あきんど塾2022
12月17日土［午前の部］10:00～12:55

［午後の部］14:40～17:35
岡崎商工会議所

地元高校生50名に参加いただき、メンバーが講師となり自らの
職業について実技を交えた30分の講義を10チームに分けて
行いました。仕事の魅力や人とのつながりの大切さを少しでも
感じ、さらに職業選択の参考になれば嬉しく思います。
（共催：岡崎市、岡崎市雇用対策協議会）

12月例会 THE ENDOF THE YEAR PARTY
12/2㊎ 17:00～19:30
サンフィレール岡崎（竜美西2-2-7）

12月例会

事業
紹介
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本所では、2023年大河ドラマ「どうする家康」の放送決定を契機として
岡崎の魅力ある地域資源をさらに全国へ発信し、岡崎への一層の誘客を
図るために会員事業所全体で盛り上げていきます。

特
設
サ
イ
ト

もっと岡崎、
きっと家康

1月21日㊏オープン！
どうする家康 岡崎 大河ドラマ館

出演者の衣装やドラマ
小道具に加え、家康公
や三河武士の史実に基
づく展示があります。
また、4Kシアターの
映像などの限定コンテ
ンツも見応えがありま
す。

詳しくはこちら

岡崎市徳川家康公顕彰推進協議会 主催
徳川家康公生誕480年記念 座談会

徳川家康公の生誕日である12月26日に、岡崎市徳川家康
公顕彰推進協議会（会長 中根岡崎市長・副会長 大林会
頭、浅井観光協会長）の主催で家康公を顕彰する座談会
を成道山 大樹寺（鴨田町）にて開催しました。
当日は、協議会構成メンバーが車座になり、歴史研究家
市橋章男氏がコーディネーターを務め「八丁味噌」
「家康公が生まれた岡崎」「厭離穢土 欣求浄土」につい
てそれぞれの想いを語られました。

登録店舗限定
「家康印」ロゴ等を商品パッケージに！

岡崎市地域店舗ファンづくり推進委員会が制作した
「家康印」のロゴマーク及びキャッチコピーが、お土産
品等の商品パッケージに使用できるようになりました。

担当 岡崎市地域店舗ファンづくり推進委員会事務局
（岡崎市役所商工労政課内） ☎23-6210

本所創立130周年記念企画
LINEスタンプ新登場

若き日の徳川家康公（当時、松平
元康）をイメージした可愛いLINE
スタンプが完成。上司・同僚・部
下とのコミュニケーションにぜひ
ご利用ください。

詳しくはこちら

担当 広報観光担当 林結花・松岡 ☎53-6161

岡崎の伝統産業・職人の「技」に注目！
おかざき匠工芸館 期間限定開催

岡崎の伝統産業をはじめ、手業のものづくりに携わる職人・作家等
５２名で構成される「おかざき匠の会」では、実演＆体験を通して、
岡崎伝統の魅力を伝える「おかざき匠工芸館」を実施します。

日時：2月11日（土）、12日（日）、18日（土）、25日（土）、26日（日）
3月4日（土）、11日（土）、12日（日）、25日（土）、26日（日）
各日 10:00～17:00

会場：岡崎公園内「巽閣」
内容：匠の技の実演＆地場産業・工芸の体験

詳しくはこちら

担当 産業振興部（おかざき匠の会事務局） 柴田 ☎53-6191

その他のロゴマークの使用については、本所徳川家康公岡崎
プロジェクト特設サイト（上部右QRコード）をご覧ください。

出展予定〔順不同・敬称略〕
上新石材店 /石彫の戸松 /石嶽石工業㈲ /
楠名石材商店 /ヨコイ屋仏壇店 /粟生人形工房 /
㈲小山矢 /磯部ろうそく店 /㈱ムラセ銅器 /
㈱三浦太鼓店 /三晃堂表具店 /神尾印房 /
㈱太田煙火製造所 /小林豊子きもの学院 /
TENSデザインBAGS / 宝生園 /平林佛具

岡崎市民の方は
3月17日（金）までの期間中

半額〔大人400円/小人200円〕で
入場できます。

要事前申請キャッチコピーロゴマーク

幕末の大和絵師・冷泉為恭作
「襖絵（障壁画）」復元画が完成した
「将軍御成りの間」

若き家康公
（金陀美具足の元康くん）

大河ドラマに登場する
徳川家康公の甲冑『金陀美具足』は
桶狭間の戦いから岡崎城へ
帰還した時の出で立ちです。

徳川宗家19代当主 德川家広氏
（同協議会顧問）
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